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目的 ： 母体へ の 硫酸マ グネ シ ウ ム 剤 （以下

Mg −SO4 と略）投与に より新生児 の 長管骨に 異常

が 出現す る こ とが近年報告されて い る 。 その 発症

頻度 と発症 に 関与する母児 の 臨床的背景を明 らか

にす る 。

対象 と方法 ： 平成4年6月以降の 2年間 で Mg −SO
、が

投与 された妊婦か ら生まれた新牛児 で、生後48時

間以 内に X 線写真が得られた症例を対象と した 。

Mg −SO4 の 投与方法は血 中Mg の 濃度を モ ニ タ
ー

し

なが ら持続静注した 。
x線写真 で 上腕骨近位端 に

透亮像が見られる場合を 「異常」と した。発症 に

関連す る と思 わ れ る 母児 の 項 日を カ ル テ の 記載か

ら検討した 。 新生児骨異常群を 1群、異常がな い

群をH群、同時期に Mg −SO4が投与され て い な い母

体か ら出生した群を対照群 （IH群、5ユ例 ） と した 。

5％未満 の 危険率 をもっ て 有意 差あ り と した。

成 績 ：分娩前に Mg −SO4が 投．与さ れた症例は全部

で 114例とな っ た。そ の 内1群 は 13例、lt群は IO1例

とな っ た 。 対照群か らは新生児骨異常例は 1例も

なか っ た （p くO．05） 。 二 群間で母体年齢 と経産回

数 に は 差を認めな か っ た。t群 とII群 の 問 で 有意 差

が見 られ たの は、投与開始時と分娩時 の 妊娠週数、

Mg −SO
，の 総投与 凵数と総投

f
）”量 で あ っ た 。 また 、

昭羊で、多胎妊娠、耐糖能異常妊娠の 頻度が多か っ

た 。 新生児 139例の 検討で は 1群 （15例）で 低アプ

ガ
ー

ル ス コ ア、呼 吸 障害、高 マ グネ シ ウ ム ス コ ァ

を呈する 症例が有意に 多 く見 られた。

結論 ： 母体 で は妊娠週数 とMg −SO4 の総投与量が

主な発症関連因 子とな っ た が 、他 の 因子も関 与し

て い る可能性が あ る。 骨異常発生例 と高 マ グネシ

ウ ム 血症 に よる と 思われる症状との 間に関連 が見

られた。

1目的 1最近切追早産や妊娠中毒症 に硫 酸マ グネ シ

ウ ム （MgSO4 ）を使川する機会が増加 して お り、

そ の 為に MgSO4 投与中の 胎 児の biophysical

parameter の動態を IE確に把握 する こ とが必要と

な っ て きて い る。そ こで 今回我々 は、MgSO4 が

胎仔呼吸様運動 （FBM ） に 及 ぼす影響 を観察検

討 した。1方法1在胎120 口 の 日本ザーネ ン 種妊娠

ヤ ギを用い て 、 慢性胎仔実験モ デ ル を作製 した。

術後4 日目に胎仔頚静脈か らMgSO4 を 6時間投 与

し、胎仔心拍 数 （FHR ），胎仔血月1 （FBP ） 1FBM

を連続記録 し、 後に こ れ を解析 した 。 MgSO ・t の

投 与量 は始め 270m9 ／kg、そ の 後維持 量 と して

80mg ／kg〆hで投 与した 。　 MgSO4 投与前とMgSO ・i投
’

）
・後1，2 ，3，6 時間後に胎仔頚動脈か ら採 li［［し、　 lflL

液ガ ス 及び血 中マ グ ネシ ウ ム 濃度を測定 した ，

［成績1 （1）血 中 マ グネ シ ウ ム濃度は MgSO4 投 学

前 と投 与巾を比較する と 、 2．O± 0，9mg／d1か ら約

4倍の 8．1± 2，6mg ／dlへ と有意に増加 した 。　（2）

MgS （h投 与中の胎仔動脈 rfffの p（｝2は 24mmHg ，

pCO2 は 24mmHg ，　pH は 7．29で あ り、 MgSO4 投与前

と 変化が なか っ た。　 （3）MgSO4 投 与中の FBP の

収縮期圧 は約 67nコlnHg で MgSO4 投与前 と比較 し変

化 を認め なか っ た 。 拡張期圧 は 43mmHg か ら

36mmHg へ と、　 MgSO4 投
’

，
・中は やや低下する 傾 向

を示 した 。 　（4）FHR は 140bpm から 130bpm へ と

MgSO4 投 7・中は や や 低下する 傾 向を示 した 。 （5）

FBM の 時間占有率は、26．2％か ら2．〔〕％ へ と、

MgSO4 の 投 与に よ り有意に抑制 された 。 【結論】

MgSO4 投 与中はFBM の 発生 が 抑制 さ れ て い る た め

に 、 biophysical　profile　seore の判定が困難に

な る 可 能性が示唆 さ れ た 。
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